
スポーツ推進計画進捗状況 資料４

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度（令和元年度）
１　スポーツ・運動を通した市民健康活動の推進

（１） 市民エンジョイ・ウォーキング事業
▽業者調査及び双方向サポートシステムのイ
メージ構築

▽携帯端末を使ったシステムを開発できる業者
を調査（NINOシステム・電通・Finc・コガソフトフェ
ア等）
▽ウォーキングしている人への調査研究
▽先進地視察（大阪府高槻市・京都府京都市）

▽昨年度に実施した調査研究をもとに宗像市で
の双方向サポートシステムについて検討

▽費用対効果も含め、継続し調査・検討を実施
した結果、実施に課題が多いため未実施

▽ＪＲウォーキングとの共催を検討 ▽人づくりまちづくり補助金を活用し、指導者の育
成や市民向けの体験会等を実施する「ノルディッ
クウォーキングを広める会」の支援及び大会開催
を検討

▽前年度に引き続き、人づくりまちづくり補助金の
交付を受ける「ノルディックウォーキングを広める
会」に加え、今年度より新たに補助金の交付を受
ける「むなかたノルディックウォーキングクラブ」の
活動を支援し、体験会や大会の開催を検討

▽「ノルディックウォーキングを広める会」及び「む
なかたノルディックウォーキングクラブ」の活動を
引き続き支援
▽人づくりまちづくり補助金を活用して育成した指
導者を活用し、ノルディックウォーキングのプログ
ラムを実施
▽商工会青年部と連携したウォーキング大会「宗
像ウォーキング」を継続実施（１１月）

▽ノルディックウォーキングのプログラムを実施予
定
▽商工会青年部と連携したウォーキング大会「宗
像ウォーキング」を継続実施（11月）予定

（２） モデルコミュニティ健康スポーツｄｅハッピー事業
▽健康スポーツ検討会議開催　2回（部会6回）
開催
※日赤看護大にてプロジェクトチームを編成
▽赤間地区コミュニティをモデル地区とし、赤間
自治会・陵厳寺自治会を選出
９月初旬に約80人説明会参加、ウォーキング
マップ作成
９月中旬に測定会、ウォーキングマップ確定
１０月から開始
１２月に中間測定、３月に最終測定及び評価

６月：赤間地区コミュニティにて参加者等への報
告会を実施
１０月：参加者が興味を持つような「ゆがみ測定」
等を追加した体力測定を実施
事業の中で運動の動機づけのために白地図を配
布し、運動した日に一国を色塗りする「世界一周
健康の旅」を実施。一定の国数を色塗りできれば
賞品をプレゼント

▽報告会の意見を基に各地区へ広めるため、費
用対効果を考慮した実施方法を検討
▽平成２７,２８年の事業の成果についての検証を
実施

▽検討の結果、参加者の負担等の課題が多く未
実施

（３）市全域を対象とした総合型地域スポーツクラブの設立・運営
▽单の郷クラブにて市内全域からの参加者を受
け付ける

▽单の郷クラブにて市内全域を対象としたジュニ
アのバドミントン教室やソフトテニス教室を開設。
ジュニア会員を中心に会員数が大幅に増大

▽新規の教室開催の検討やイベントの開催を通
じ、更なる会員数の増大に向けて取り組む单の
郷クラブの活動を支援

▽单の郷クラブの活動を支援及び单郷コミュニ
ティの編入へ向けての支援

▽单郷地区コミュニティに編入した单の郷クラブ
の活動を支援。

２　スポーツ・運動を通したコミュニティ活動の活発化
（１） コミュニティ・スポーツ交流事業

▽検討中（次年度に向けモデルコミュニティ選
出、予算確保）

▽大島地区コミュニティ・玄海地区コミュニティ・
東郷地区コミュニティの３地区をモデルコミュニ
ティとして、各コミュニティ選出のスポーツ推進委
員が中心となり、各コミュニティ内の住民を対象と
してそれぞれニュースポーツ大会等のスポーツイ
ベントを実施

▽日の里地区コミュニティ、赤間西地区コミュニ
ティ、池野地区コミュニティの３地区をモデルコ
ミュニティとして、各コミュニティ選出のスポーツ
推進委員が中心となり、各コミュニティ内の住民
を対象としてスポーツイベント等を実施

▽自由ヶ丘地区、单郷地区にて各コミュニティ選
出のスポーツ推進委員が中心となり、各コミュニ
ティ内の住民を対象としてスポーツイベント等を
実施

▽吉武地区、赤間地区、河東地区、岬地区にて
各コミュニティ選出のスポーツ推進委員が中心と
なり、各コミュニティ内の住民を対象としてスポー
ツイベントを実施予定

（２） コミュニティ・スポーツ交流事業実行体制の整備及びサポート
▽スポーツ推進委員を２人増やし、全体で２２人
▽各コミュニティからの選出委員を増員し、健康
福祉部会や公民館部会などに配置

▽H29年度からの各地区２人体制に向けて、ス
ポーツ推進委員の人材発掘を行う

▽市推薦枠を撤廃し、全員コミュニティからの推
薦により選出。定員２５人（各地区２人、赤間地
区は３人）に対し、２３人（单郷地区、大島地区が
１人）。
▽任期はH29年5月1日からH31年4月30日まで
の2年間

▽スポーツ推進委員の2年の任期が終了するた
め、来期候補者の選定及び各地区コミュニティ
運営協議会に対し推薦を依頼

▽全員コミュニティからの推薦により選出。定員２
５人（各地区２人、赤間地区は３人）に対し、２３
人（单郷地区、大島地区が１人）。
▽任期はR1年5月1日からR3年4月30日までの
2年間

（３） 市主催のコミュニティ対抗スポーツ大会の開催
▽各地区の公民館活動担当部会長で構成する
実行委員会が実施するグラウンドゴルフ大会とお
手玉大会を支援

▽各地区の公民館活動担当部会長で構成する
実行委員会を中心として実施したグラウンドゴル
フ大会とお手玉大会を支援

▽各地区の公民館活動担当部会長で構成する
実行委員会を中心として実施したグラウンドゴル
フ大会とお手玉大会を支援
▽コミュニティ対抗の新たな種目のスポーツ大会
などの実施について協議

▽各地区の公民館活動担当部会長で構成する
実行委員会を中心として実施したグラウンドゴル
フ大会とお手玉大会を支援
▽コミュニティ対抗の新たな種目のスポーツ大会
の実施について協議を行い、次年度もグラウンド
ゴルフとお手玉の２種目を実施することに決定

▽各地区の公民館活動担当部会長で構成する
実行委員会を中心として実施のグラウンドゴルフ
大会とお手玉大会を支援

① 双方向運動サポートシステ
ムの構築・運用

② 市民ウォーキング大会の開
催やコース整備
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スポーツ推進計画進捗状況 資料４

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度（令和元年度）
３　子どものスポーツ機会の充実

（１）スマイルキッズプログラム
①幼児期を対象とした支援


ア　幼児をもつ保護者向け
「親子運動体験会」の開催

未着手 ▽6月：日の里学園PTAと日本トップリーグ連携
機構とボールを使ったレクリエーションである
「ボールゲームフェスタ」を実施
▽3月：浄徳寺幼稚園にて、コーディネーショント
レーニングを用いた親子トレーニングを実施

▽3月：東海大学付属自由ヶ丘幼稚園にて、親
子スポーツ教室を実施（講師：MIKIファニット）

▽12月：宗像市スポーツサポートセンターにて、
親子リズム遊び教室を実施。（講師：福岡教育大
学 本多准教授）

▽宗像市スポーツサポートセンターにて、親子を
対象としたスポーツイベントを企画、実施予定

イ　コオーディネーショント
レーニング体験会の開催

未着手 ▽社会体育や部活動の指導者向けのコーディ
ネーショントレーニング講習を実施。
▽浄徳寺幼稚園にて、コーディネーショントレーニ
ングを用いた親子トレーニングを実施

▽3月：東海大学付属自由ヶ丘幼稚園にて、コー
ディネーショントレーニングを用いた親子スポーツ
教室を実施。（講師：MIKIファニット）

▽12月：宗像市スポーツサポートセンターにて、
親子リズム遊び教室を実施。（講師：福岡教育大
学 本多准教授）

▽宗像市スポーツサポートセンターにて、親子を
対象としたスポーツイベントを企画、実施予定

②小学生の体力向上支援
ア　福岡教育大学連携・小
学校体育支援調査研究事
業

▽福岡教育大学本多准教授と連携し、自由ヶ丘
单小２年生を対象に投動作を中心とした体力向
上プログラム作成のためモデル的に実施

▽前年度に引き続き、本多准教授と連携し、自
由ヶ丘单小２年生を対象に教員が実際に指導で
きるような投力向上プログラムを構築
▽教職員向けの投動作の講習を実施

▽前年度実施した投力向上プログラムを市内に
拡大するため、ＤＶＤの配布及び校長会等にて事
業結果の報告
▽自由ヶ丘单小学校5年生を対象にＩＣＴを使っ
た体つくり運動の調査研究を実施

▽日の里学園の２年生を対象に、「リズム運動を
活用した児童の体力・運動能力向上プログラム」
を実施し、体力・運動能力向上に向けた調査・研
究を実施

▽ゴールデンエイジ（中・高学年）を対象に、「リズ
ム運動を活用した児童の体力・運動能力向上プ
ログラム」を実施し、体力・運動能力向上に向け
た調査・研究を実施予定

イ　コオーディネーショント
レーニング講座の開催

未着手 ▽高学年を対象としたチャレンジＭＵＮＡＫＡＴＡ
において、コーディネーショントレーニングを用いた
多種目競技体験プログラムを実施

▽小学生（低学年・高学年）を対象としたチャレン
ジＭＵＮＡＫＡＴＡにおいて、コーディネーション能
力の向上を目指した多種目競技体験プログラム
を実施

▽3～6年生を対象としたチャレンジＭＵＮＡＫＡＴ
Ａにおいて、コーディネーション能力の向上を目
指した多種目競技体験プログラムを実施

▽3～6年生を対象としたトライＭＵＮＡＫＡＴＡに
おいて、コーディネーション能力の向上を目指し
た多種目競技体験プログラムを実施予定

ウ　民間のスポーツ指導者
等の派遣

▽サニックススポーツ振興財団職員で元サニッ
クスブルース選手による市内全小学４年生を対
象にしたタグラグビー授業の継続実施（平成１５
年度から実施）

▽タグラグビーの指導を継続
▽５～７月サニックスブルース選手が吉武地区コ
ミュニティ寺子屋の児童を対象に放課後スポー
ツ体験教室（ラグビー教室）を実施。（４回）
▽トヨタ自動車九州陸上競技部の選手が東郷小
学校において体育科（持久走）授業の指導を実
施。
▽塚原体操教室によるマット運動の指導を東郷
小学校及び、教員への講座として実施

▽タグラグビーの指導を継続
▽５月：民間陸上クラブ（アローザル）による「運
動前に早くなる！かけっこ教室」を実施
▽６～７月：サニックスブルース選手が吉武地区
コミュニティ寺子屋の児童を対象に放課後ス
ポーツ体験教室（ラグビー教室）を実施。（４回）
▽６～１２月：小学３年生の児童を対象に塚原体
操教室によるマット運動の指導を実施（全6校）
▽９月：民間陸上クラブ（アローザル）による陸上
の指導を吉武小学校にて実施

▽タグラグビーの指導を継続
▽５～９月：民間陸上クラブ（アローザル）による
陸上の指導を実施（全４校）
▽６月：サニックスブルース選手が吉武地区コ
ミュニティ寺子屋の児童を対象に対象に放課後
スポーツ体験教室（ラグビー教室）を実施（４回）
▽６～１２月：小学３年生の児童を対象に塚原体
操教室によるマット運動の指導を実施（全９校）

▽タグラグビーの指導を継続予定。
▽4～11月：民間陸上クラブ（アローザル）による
陸上の指導を実施予定（全10校）
▽5月：サニックスブルース選手が吉武地区コ
ミュニティ寺子屋の児童を対象に対象に放課後
スポーツ体験教室（ラグビー教室）を実施。
▽5～1月：小学３年生の児童を対象に塚原体操
教室によるマット運動の指導を実施予定（全１０
校）

エ　小学生体力テストの支
援

▽４月～：７校の体力テストにスポーツ推進委員
を派遣（１５日間１０４人派遣）

▽６月：５校の体力テストにスポーツ推進委員を
派遣（１４日間７１人派遣）
▽測定精度の向上を図りスポーツ推進委員の事
前研修を実施

▽５～６月：７校の体力テストにスポーツ推進委
員を派遣（９日間８２人派遣）
▽測定精度の向上を図りスポーツ推進委員の事
前研修を実施
▽アクシオン福岡にデータ分析を依頼し、個人へ
測定結果をフィードバック

▽５～６月：７校の体力テストにスポーツ推進委
員を派遣（１０日間８３人派遣）
▽測定精度の向上を図るため、スポーツ推進委
員の事前研修を実施

▽５～６月：７校の体力テストにスポーツ推進委
員を派遣（１４日間１２２人派遣）

オ　海洋性スポーツのプロ
グラムの開発・実施

４月：勝浦浜海洋スポーツセンターオープン
４月：海洋性スポーツ体験授業募集
６月：玄海小・玄海東小・地島小５年生（５０人）
実施
７月：日の里西小５年生（４９人）実施
１０月：自由ヶ丘单小５年生（６３人）実施
　
合計：　１６２人に指導

７月：日の里西小５年生（５４人）実施
９月：赤間西小５年生（７２人）実施
　　 　　自由ヶ丘单小５年生（６６人）雨天中止
１０月：東郷小５年生（９３人）雨天中止
　　　　 玄海小・玄海東小・地島小５年生（４３
人）実施

合計：　１６９人に指導

５月：吉武小５年生（２０人）実施
７月：自由ヶ丘单小６年生（７２人）実施
 　　　　日の里西小５年生（５３人）実施
９月：赤間西小５年生（８２人）実施
 　　　　自由ヶ丘单小５年生（７７人）実施
１０月：東郷小５年生（１１０人）中止
 　　　　单郷小５年生（３６人）中止
 　　　　玄海小・玄海東小・地島小５年生
　　　　　（３９人）中止
　　合計：３０４人に指導

５月：吉武小５年生（２２人）実施
６月：東郷小５年生（１０１人）実施
 　　　玄海小・玄海東小・地島小６年生
　　　　（３９人）雨天中止
７月：日の里西小５年生（５４人）実施
９月：赤間西小５年生（６４人）実施
１０月：单郷小５年生（３２人）実施
　　　　 玄海小・玄海東小・地島小５年生
　　　　　（３０人）実施
　　合計：３０３人に指導

５月：吉武小５年生（２１人）実施
６月：東郷小５年生（１０１人）実施
８月：日の里西小５年生（６８人）実施予定
９月：单郷小５年生（３４人）実施予定
　　　 赤間西小５年生（８９人）実施予定
　　　 自由ヶ丘单小５年生（６２人）実施予定
１０月：玄海小・玄海東小・地島小５年生
　　　　　（４０人）実施予定

　　合計：４１５人に指導予定

③中学校体育授業（武道）及び中学校運動部活動の支援
ア　中学校体育授業（武
道）への指導者の派遣

▽教育政策課における指導者派遣の調査 ▽かとう学園にサニックスブルースのコンディショ
ニング＆ストレングスコーチを派遣

未実施 未実施 未実施

イ　中学校運動部活動へ
の指導者の派遣

▽教育政策課における指導者派遣の調査 ▽かとう学園にサニックスブルースのコンディショ
ニング＆ストレングスコーチを派遣し、女子バレー
部、女子ソフトテニス部、サッカー部に対しコン
ディショニングトレーニングを実施

▽管理栄養師等を登録し、要望があった学校に
派遣するスポーツ活動指導者派遣事業を検討
▽かとう学園の希望する部活動（サッカー部、女
子バレー部、女子ソフトテニス部）に講師を派遣
し、SAQ(スピード、アジリティ、クイックネス）トレー
ニングやコンディショニングトレーニングなどの指
導を実施

▽市内中学校のうち希望する部活動に講師を派
遣し、SAQ(スピード、アジリティ、クイックネス）ト
レーニングやコンディショニングトレーニングなどの
指導を実施（夏休み：河東中。冬休み：河東中、
日の里中、城山中、大島学園後期課程）

▽市内中学校のうち希望する部活動に講師を派
遣し、SAQ(スピード、アジリティ、クイックネス）ト
レーニングやコンディショニングトレーニングなどの
指導を実施予定（夏季休暇、冬期休暇）
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スポーツ推進計画進捗状況 資料４

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度（令和元年度）
④社会体育等における活動の支援

ア　トップアスリートの育成
支援

▽８月：福岡県タレント発掘事業（会場：宗像市
民体育館）
▽勝浦浜海洋センターにてオリンピック選手によ
るＯＰヨット教室の実施
▽全国大会等参加費用補助制度実施

▽福岡県タレント発掘事業への1次エントリーの推
奨
▽体力テストのデータを提出し個表をフィードバッ
ク
▽全国大会等参加費用補助制度実施
▽６月：ボールゲームフェスタ（会場：日の里西
小・日の里中）の実施
▽７月：バドミントン育成教室を单の郷クラブにて
実施

▽福岡県タレント発掘事業への1次エントリーの推
奨
▽体力テストのデータを提出し個表をフィードバッ
ク
▽バドミントン育成教室及びソフトテニス育成教室
を单の郷クラブにて実施
▽全国大会等参加費用補助制度実施

▽福岡県タレント発掘事業への1次エントリーの推
奨
▽体力テストのデータを提出し個表をフィードバッ
ク
▽バドミントン育成教室及びソフトテニス育成教室
を单の郷クラブにて実施
▽全国大会等参加費用補助制度実施

▽８月：福岡県タレント発掘事業測定会開催予
定（会場：宗像ユリックス）
▽バドミントン育成教室及びソフトテニス育成教室
を单の郷クラブにて実施
▽全国大会等参加費用補助制度実施

イ　むなかた夢大使派遣事
業の実施

▽７月：日本サッカー協会（ＪＦＡ）と連携し、夢の
教室を実施。单郷小５年生を対象に元Ｊリーガー
高田保則氏を夢先生として派遣、子どもたちに自
分の夢に向かって頑張ることの大切さを伝える授
業を実施

未実施 ▽7月：障がい者バドミントン代表選考合宿に合わ
せて、日本代表選手を城山中学校に派遣。パラ
リンピック啓発を兼ねた体験交流会を実施。
▽10月：ラグビー日本代表キャンプに合わせて、
前日本代表の畠山健介氏による講演を日の里
中学校で実施。

▽7月：障がい者バドミントン代表選考合宿に合わ
せて、日本代表選手を中央中学校に派遣。パラ
リンピック啓発を兼ねた体験交流会を実施。
▽2月：河東中学校全校生徒へ宗像サニックス
ブルースの選手による講演会を実施。

▽7月：人権講演会に障がい者バドミントン日本
代表選手を招いてパラリンピック啓発を兼ねた体
験交流会を実施予定。中学校への派遣について
も継続実施。
▽宗像サニックスブルースの選手による中学校
での講演会を引き続き実施予定。

ウ　複数種目ができる環境
の調査研究

未着手 ▽先進地視察（福岡県・広島県・福岡市･広島
市）
12月：高学年を対象とした多種目競技体験プロ
グラム「チャレンジＭＵＮＡＫＡＴＡ」を実施（バス
ケットボール・体操・ホッケー・フェンシング・アー
チェリー・ラグビー）

▽高学年・低学年を対象とした多種目競技体験
プログラム「チャレンジＭＵＮＡＫＡＴＡ」を実施
高学年（前期：ハンドボール・ゴルフ・体操・ラグ
ビー・ダンス・陸上）（後期：剣道・ビームライフル・
フェンシング・陸上・ホッケー・ハンドボール）
低学年（フィジカルトレーニング・体操・ラグビー・
ダンス・陸上）

▽3～6年を対象とした多種目体験プログラム
「チャレンジMUNAKATA」を年2回実施
（前期：ラグビー・フットサル・体操・ホッケー・バス
ケットボール・陸上）
（後期：フェンシング・コーディネーション・ハンド
ボール・陸上・ビームライフル・バドミントン）

▽3～6年を対象とした多種目体験プログラム「ト
ライMUNAKATA」を年２回実施予定
（前期：ラグビー・フットサル、陸上、セーリング、
ホッケー、ボウリング）
（後期：未定）

（２）スポーツ指導者体制の整備
①スポーツ指導者育成及び活動支援

ア　コオーディネーショント
レーニングの導入

一部検討 ▽社会体育や部活動の指導者向けコーディネー
ショントレーニング講習を実施

▽前年度に引き続き、実施に向けて検討 ▽社会体育（競技団体）のコーチングクリニック等
に指導者を派遣し、コーディネーションの定着を
図る。

▽社会体育（競技団体）のコーチングクリニック等
に指導者を派遣し、コーディネーションの定着を
図る。

イ　各種講習会・セミナーの
開催

未着手 ▽かとう学園にてサニックスブルースのコンディ
ショニング＆ストレングスコーチを派遣

▽管理栄養師などを登録し、要望があった学校
に派遣するスポーツ活動指導者派遣事業を検
討
▽社会体育や部活動の指導者向けにメンタルト
レーニング講習を実施

▽管理栄養師等を要望があった学校に派遣する
スポーツ活動指導者派遣事業を実施
▽８月：社会体育や部活動の指導者向けに「ペッ
プトーク」講演会を実施

▽管理栄養師等を要望があった学校に派遣する
スポーツ活動指導者派遣事業を実施
▽社会体育や部活動の指導者向けに「リズム
ジャンプ」講習会を実施予定

未着手 ▽体協により指導者のネットワーク化を検討 ▽体協により指導者の登録を実施 ▽講習会等を通じ異種目の指導者間の情報交
換を実施

▽講習会等を通じ異種目の指導者間の情報交
換を実施

▽体力向上総合プロジェクト作成中（教育委員
会）

▽運動能力評価表をもとに調査を実施（教育委
員会）

▽前年度に引き続き、調査を実施し、調査結果
を「１校１取組」運動へ反映する等検討（教育委
員会）

▽アクシオン福岡の運動能力評価表を活用し、
校長会・保健体育研究会等で学園間の共通理
解を図る

▽アクシオン福岡の運動能力評価表を活用し、
校長会・保健体育研究会等で学園間の共通理
解を図る

②異種目間スポーツ指導者
のネットワーク化

③小中一貫教育による体力
向上に向けた教職員の共通
理解
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スポーツ推進計画進捗状況 資料４

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度（令和元年度）
４　若者のスポーツ参加機会の拡充や高齢者の体力つくり支援等のライフステージに応じたスポーツ活動の推進

（１） ライフステージに応じたスポーツ・運動プログラムの開発・実施
未着手 ▽6月：日の里学園PTAと日本トップリーグ連携

機構とボールを使ったレクリエーションである
「ボールゲームフェスタ」を実施
▽3月：浄徳寺幼稚園にて、コーディネーショント
レーニングを用いた親子トレーニングを実施

▽１１月：睡眠を切り口とした運動実践率向上を
目指す事業について日本スポーツ振興センター
と協働で実施

▽10～11月睡眠を切り口とした運動実践率向
上を目指す事業について日本スポーツ振興セン
ターと協働で実施
▽12月：スポーツサポートセンターにて、「親子リ
ズム遊び教室」を実施（講師：福岡教育大学本
多准教授）

▽宗像市スポーツサポートセンターにて、親子を
対象としたスポーツイベントを企画、実施予定

未着手 ▽双方向サポートシステムの導入を検討 ▽１１月：睡眠を切り口とした運動実践率向上を
目指す事業について日本スポーツ振興センター
と協働し、実施。

▽10～11月睡眠を切り口とした運動実践率向
上を目指す事業について日本スポーツ振興セン
ターと協働で実施

▽健康課と連携し、地区の行事に合わせて「健
康マルシェ」にて出張測定会を開催し、対象年代
への働きかけを実施予定
（吉武、赤間、自由ヶ丘、玄海）

▽３月：グローバルアリーナと共催にて市長杯グ
ラウンド・ゴルフ大会を開催

▽３月：グローバルアリーナと共催にて市長杯グ
ラウンド・ゴルフ大会を開催

▽３月：グローバルアリーナと共催にて市長杯グ
ラウンド・ゴルフ大会を開催

▽３月：グローバルアリーナと共催にて市長杯グ
ラウンド・ゴルフ大会を開催

▽３月：グローバルアリーナと共催にて市長杯グ
ラウンド・ゴルフ大会を開催予定

▽５月：宗像大島・潮騒とメロディーウォークを開
催（約３００人参加）
▽１１月：单の郷クラブによる「单郷ぐるっと健や
かウォーク」の開催支援

▽１１月：单の郷クラブによる「单郷ぐるっと健や
かウォーク」の開催支援

▽１１月：单の郷クラブによる「单郷ぐるっと健や
かウォーク」の開催支援
▽３月：商工会青年部主催で「第1回むなかた
ウォーキングを実施（参加者239名、申込281
名）
▽３月：宗像・北部糟屋連携プロジェクトの一環に
よる宗像・福津コースでのウォーキングイベントを
企画するも荒天中止

▽１１月：单の郷クラブによる「单郷ぐるっと健や
かウォーク」の開催支援
▽１１月：商工会青年部主催で「第２回むなかた
ウォーキング」を実施（募集300名）

▽１１月：单の郷クラブによる「单郷ぐるっと健や
かウォーク」の開催支援予定
▽１１月：商工会青年部主催で「第３回むなかた
ウォーキング」を実施予定

（２） コミュニティを卖位とする総合型地域スポーツクラブの活動の支援
▽单郷地区総合型地域スポーツクラブ「单の郷
クラブ」のｔｏｔｏ自立支援事業助成を支援
会員数　135人（大人85　子ども50）
教室数　10

●单の郷クラブ
新規教室（ピラティス、Jr.バドミントン育成教室、
Jr.ソフトテニス）開講
会員数　213人（大人113人　子ども100人）
教室数　12

●单の郷クラブ
新規教室（ヨガ教室）を開講
正会員の会費を1,000円から2,000円に増額。
会員数　149人（大人67人　子ども82人）
教室数　12

●单の郷クラブ
ジュニア会員の会費を500円から1,000円に増
額
会員数　125人（大人53人　子ども79人）
教室数　10

●单の郷クラブ
コミュニティに編入し活動を継続
正会員の会費を教室卖位とし、教室1増につき
1,000円
会員数（5/15現在）
118人（大人48人、子ども70人）
教室数10

（３）障がい者のスポーツ・運動活動の支援
▽６月：尐年自然の家「玄海の家」と連携し、視
覚障がい児の海洋性スポーツ体験を実施

▽６月：尐年自然の家「玄海の家」と連携し、視
覚障がい児の海洋性スポーツ体験を実施
▽７月：パラバドミントン日本代表選考合宿の誘
致に伴い、パラバドミントン体験・交流会を開催。
参加市民８０人。
▽１２月：ブラインドサッカー日韓親善試合を開
催。体験会を実施
▽２月：パラバドミントン日韓合同合宿の誘致・受
入。東海大学福岡短期大学、吉武小学校との体
験交流会を実施

▽６月：デフサッカー日韓親善試合 告知（市民
への観戦呼びかけ）
▽７月：パラバドミントン日本代表選考合宿の誘
致・受入
城山中学校での体験交流会を実施
▽８～９月：ボッチャの普及員を招聘しての体験
会実施
▽社会福祉協議会・障がい者団体等に現場レベ
ルでの障がい者スポーツのニーズを聞き取り調
査
▽はまゆうワークセンターにて「笑いヨガプログラ
ム」モデル事業実施

▽7月：パラバドミントン日本代表選考合宿の誘
致・受入と中央中学校での体験交流会を実施
▽8月：日の里まつりにてボッチャ体験実施
▽10月：社会福祉協議会と協働でピアサポート
事業（ふうせんバレー、ニュースポーツ体験）を実
施
▽2～3月：市内の障がい者施設に指導者を派
遣した運動プログラムの開催（4施設）

▽7月：パラバドミントン日本代表選考合宿の誘
致・受入と中央中学校での体験交流会を実施
▽8月：日の里まつりにてボッチャ体験実施予定
▽10月：社会福祉協議会と協働でピアサポート
事業（ボッチャ）を実施予定
▽市内の障がい者施設に指導者を派遣した運
動プログラムの開催予定

①親子や家族がともに参加で
きるスポーツ・運動プログラム

④全世代を対象にしたウォー
キング大会等の開催

②２０代、３０代が参加できる
スポーツ・運動プログラム

③高齢者を対象にしたグラウ
ンド・ゴルフ大会の拡大
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スポーツ推進計画進捗状況 資料４

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度（令和元年度）
５　住民が主体的に参画する地域スポーツ環境の整備

（１） スポーツ資産の有効活用
▽先進地（島根県出雲市、香川県高松市）視察 ▽サポートセンターの設計

▽宗像市サポートセンターワーキングチームによ
る会議実施

▽サポートセンター増築
▽庁内関係各課による会議

▽サポートセンター開設
▽日常的なカウンセリング業務、定例教室、測定
会などの各種事業を実施。

▽日常的なカウンセリング業務、定例教室、測定
会などの各種事業を実施予定
▽宗寿園での月に1度の運動教室を8月から実
施予定

▽事務局と協議開始 ▽サポートセンター設計について協議
▽定期的な体育協会との連絡協議会の実施

▽サポートセンター増築について協議
▽定期的な体育協会との連絡協議会の実施予
定
▽スポーツ指導者の登録

▽サポートセンター開設に伴う事業連携
▽転倒予防教室、チャレンジMUNAKATA等の各
種教室の開催
▽スポーツ指導者の登録（スポーツリーダーバン
ク）

▽サポートセンター運営における事業連携の実
施

▽２０人から２２人に定数増
▽市推薦枠をコミュニティ推薦枠に変更し、人口
８，０００人以上のコミュニティには２人以上のス
ポーツ推進委員を配置

▽H２９年度に各地区２人にするため、スポーツ
推進委員候補者の人材発掘

▽２２人から２５人に定数増
▽市推薦枠を撤廃し、原則各コミュニティに２人
（赤間地区は３人）のスポーツ推進委員を配置。
７/１現在２３人（单郷地区、大島地区は１人のみ
のため）

▽定数25人
▽各コミュニティに２人（赤間地区は３人）のス
ポーツ推進委員を配置。現在２３人（任期2年の
2年目）

▽定数25人
▽各コミュニティに２人（赤間地区は３人）のス
ポーツ推進委員を配置。現在２３人（任期2年の
1年目）。

▽宗像サニックスブルースのファンクラブ、市民
応援団の会員促進
▽トヨタ自動車九州陸上競技部の後援会加入促
進

▽宗像サニックスブルースのファンクラブ、市民
応援団の会員促進（バスツアー参加者にはファ
ンクラブ入会を案内、市民への招待券案内）
▽トヨタ自動車九州陸上競技部の後援会加入促
進

▽宗像サニックスブルースのファンクラブ、市民
応援団の会員促進（バスツアー参加者にはファ
ンクラブ入会を案内、市民への招待券案内）
▽トヨタ自動車九州陸上競技部の後援会加入促
進

▽宗像サニックスブルースのファンクラブ、市民
応援団の会員促進（バスツアー参加者にはファ
ンクラブ入会を案内、市民への招待券案内）
▽コミュニティのイベントへの選手・スタッフの参
加（まつり・健康教室・ラグビー体験等）
▽トヨタ自動車九州陸上競技部の後援会加入促
進

▽宗像サニックスブルースのファンクラブ、市民
応援団の会員促進（バスツアー参加者にはファ
ンクラブ入会を案内、市民への招待券案内）
▽コミュニティのイベントへの選手・スタッフの参
加（まつり・健康教室・ラグビー体験等）
▽トヨタ自動車九州陸上競技部の後援会加入促
進

（２） トップスポーツ試合の地元観戦機会の提供（観る）
▽ラグビートップキュウシュウや全日本実業団対
抗女子駅伝競走大会予選会（１０月）の観戦案
内を市広報紙やＨＰにて周知

▽１０・１２月：グローバルアリーナで開催されるラ
グビートップリーグへの市民招待や観戦案内を市
広報誌やＨＰ、チラシ等にて周知（小中学生には
全員配布）
▽９～１月：トップリーグ観戦バスツアー等の企画
実施（福岡、山口、佐賀、長崎、計６回）
▽１０月：全日本実業団対抗女子駅伝競走大会
予選会の開催
▽７月：アビスパ福岡　「むなかたの日」にて市内
サッカークラブ所属の子どもたちとその保護者の
招待を行う。（約４００人）
▽ソフトバンクホークスＫＩＤＳ招待券の案内

▽１０・１２月：グローバルアリーナで開催されるラ
グビートップリーグへの市民招待や観戦案内を市
広報誌やＨＰ、チラシ等にて周知（小中学生には
全員配布）
▽８～１２月：トップリーグ観戦バスツアー等の企
画実施（福岡、広島、山口、計６回）
▽１０月：全日本実業団対抗女子駅伝競走大会
予選会の開催
▽７月：アビスパ福岡「JALサンクスマッチ」におい
て、JALとの連携事業の一環で宗像市民の一部
招待
▽ソフトバンクホークスＫＩＤＳ招待券の案内

▽１０月にグローバルアリーナで開催されるラグ
ビートップリーグへの市民招待やの観戦案内を市
広報誌やＨＰ、チラシ等にて周知（小中学生には
全員配布）、団体観戦の案内。
▽９、１１月：トップリーグ観戦バスツアー等の企
画実施（福岡市）
▽１０月：全日本実業団対抗女子駅伝競走大会
予選会の開催
▽７月：アビスパ福岡「JALサンクスマッチ」におい
て、JALとの連携事業の一環で宗像市民の一部
招待、市PR。
▽ソフトバンクホークスＫＩＤＳ招待券の案内

▽７月及び１、３月：グローバルアリーナで開催さ
れるラグビートップリーグへの市民招待やの観戦
案内を市広報誌やＨＰ、チラシ等にて周知（小中
学生には全員配布）
▽６～７月、１～３月：トップリーグ観戦バスツアー
等の企画実施（福岡市）
▽７月：日本ハンドボールリーグ公式戦がグロー
バルアリーナで開催
▽１０月：全日本実業団対抗女子駅伝競走大会
予選会の開催
▽ソフトバンクホークスＫＩＤＳ招待券の案内

（３） スポーツボランティアの活用・充実（支える）
１０月：全日本実業団対抗女子駅伝競走大会予
選会
▽コース沿線をはじめとした交通整理員やふるま
い等のため、公募による市民、沿線コミュニティ、
交通安全協会、市体育協会、中学・高校・大学
からボランティア約５００人が参加。トップクラスの
選手を間近で支援

１０月：全日本実業団対抗女子駅伝競走大会予
選会
▽競技サポートを超えて、国際スポーツ合宿やイ
ベントをサポートする人材を育てる「ボランティア
人材育成プログラム」を中・高生向けに実施。ブ
ラインドサッカー日韓親善試合等で活躍

▽１０月：全日本実業団対抗女子駅伝競走大会
予選会
▽子ども育成課やグローバルアリーナと連携し、
国際スポーツイベント等をサポートできる人材育
成プログラムを検討。新体操、柔道の国際大会
に合わせて、海外選手との交流を自ら企画する
プログラムを実施

▽１０月：全日本実業団対抗女子駅伝競走大会
予選会のボランティア参加を継続実施。
▽子ども育成課やグローバルアリーナと連携して
グローバル人材育成プログラムを実施。

▽１０月：全日本実業団対抗女子駅伝競走大会
予選会のボランティア参加を継続実施。
▽子ども育成課やグローバルアリーナと連携して
グローバル人材育成プログラムを実施。

（４） トップアスリートとの交流事業の実施（交わる）
●宗像サニックスブルース
６月～：選手・スタッフによる幼稚園・保育園ラグ
ビー訪問教室実施（幼稚園２・保育園５）
７月：地元の高校生を対象にラグビークリニックを
開催
●トヨタ自動車九州陸上競技部
７月：選手による赤間地区コミュニティ軽トラ朝
市・ラジオ体操でのストレッチ指導、サイン会
１１月：選手による体育科学習実技指導予定（東
郷小）
３月：宗像中・長距離記録会での選手による支援
●その他
１０月：実業団駅伝プレイベントとして、金哲彦を
講師に迎えランニング教室を実施

●宗像サニックスブルース
６月～：選手・スタッフによる幼稚園・保育園ラグ
ビー訪問教室実施（幼稚園２・保育園７）
７月：地元の高校ラグビー部を対象にラグビークリ
ニックを開催
７月：「夏の課外授業」の一環として、小学生対象
にクラブハウスのバックヤードツアーを実施。
１１月：子どもまつりにてミニラグビー教室の実施
●トヨタ自動車九州陸上競技部
５月：グローバルアリーナリレーマラソンへの監督・
選手の参加
７月：選手による赤間地区コミュニティ軽トラ朝
市・ラジオ体操でのストレッチ指導、サイン会
１１月：選手による体育科学習実技指導予定（東
郷小）
３月：宗像中・長距離記録会での選手による支援
●その他
６月：ボールゲームフェスタにてトップアスリートと
の交流事業を行う。
７月：「むなかたの日」として、市内のサッカークラ
ブ所属の子どもたちにアビスパ福岡の観戦招待
及び選手との交流実施
１０月：実業団駅伝プレイベントとして、松野明美
氏を講師に迎えランニング教室を実施

●宗像サニックスブルース
６月～：選手・スタッフによる幼稚園・保育園ラグ
ビー訪問教室実施（幼稚園２・保育園６）
７月：地元の高校ラグビー部を対象にラグビークリ
ニックを開催
●トヨタ自動車九州陸上競技部
７月：選手による赤間地区コミュニティ軽トラ朝
市・ラジオ体操でのストレッチ指導、サイン会
３月：宗像中・長距離記録会での選手による支援
●その他
６月：ラグビー日本代表宗像合宿受入、地元ラグ
ビークラブや高校ラグビー部との交流
10月：ラグビー日本代表宗像合宿受入、前日本
代表畠山健介氏の後援会を日の里中学校で実
施
10月：実業団駅伝プレイベントとして、オリンピアン
の谷口浩美氏を講師にランニング教室を実施

●宗像サニックスブルース
６月～：選手・スタッフによる幼稚園・保育園ラグ
ビー訪問教室実施（幼稚園3・保育園7）
７月：地元の高校ラグビー部を対象にラグビークリ
ニックを開催
●トヨタ自動車九州陸上競技部
７月：選手による赤間地区コミュニティ軽トラ朝
市・ラジオ体操でのストレッチ指導、サイン会
３月：宗像中・長距離記録会での選手による支援
●その他
１０月：実業団駅伝プレイベントとして、オリンピア
ンのランニング教室を実施
4月、8月、11月オリンピック・キャンプ誘致に伴う
海外代表選手との市民交流を実施

●宗像サニックスブルース
６月～：選手・スタッフによる幼稚園・保育園ラグ
ビー訪問教室実施（幼稚園3・保育園7）
７月：地元の高校ラグビー部を対象にラグビークリ
ニックを開催
●トヨタ自動車九州陸上競技部
７月：選手による赤間地区コミュニティ軽トラ朝
市・ラジオ体操でのストレッチ指導、サイン会
３月：宗像中・長距離記録会での選手による支援
●オリンピック・パラリンピック
4月、8月、11月オリンピック・キャンプ誘致に伴う
海外代表選手との市民交流を実施
1～2月：㈱明治のプログラムを活用したオリンピ
アンを招聘したスポーツ交流会を実施。

①スポーツ・サポートセンター
（仮称）の設立

②市体育協会の役割の多面
化

③市スポーツ推進委員の組
織の見直し

④市内を本拠地とするトップ
チームの活用

5 / 7 ページ



スポーツ推進計画進捗状況 資料４

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度（令和元年度）
６　スポーツ観光による地域経済活性化

（１） 全国・九州レベルのスポーツ大会の誘致
▽競技団体等に誘致活動を実施。 ▽１０月：シニア卓球大会県大会を招致 ▽競技団体等に誘致活動を実施。 ▽競技団体等に誘致活動を実施。 ▽国体九州ブロックの開催誘致

（２）スポーツ合宿の誘致
▽競技団体等に誘致活動を実施。 ▽７月：パラバドミントン日本代表選考合宿

▽２月：パラバドミントン日本代表及び韓国・台湾
代表合同合宿

▽６月：ラグビー日本代表宗像合宿
▽７月：パラバドミントン日本代表選考合宿
　　　　USA JUDOキャンプ（福教大・東海大福岡
　　　　高校柔道部との交流を実施）
▽10月：ラグビー日本代表宗像合宿

▽４月：７人制ラグビー女子日本代表キャンプ受
入
▽７月：パラバドミントン日本代表選考合宿

▽９月：アジアラグビー交流フェスタ開催受入

▽2019年ラグビーワールドカップの福岡市開催
や2020年東京オリンピック・パラリンピックのキャ
ンプ地誘致活動として大規模国際大会キャンプ
地誘致推進本部を設置
▽レガシープラン及び誘致戦略方針を決定

●誘致活動（対象国・競技団体へのアプローチ）
を本栺化
▽６月：ホストタウン（ブルガリア）登録
▽１０月：ブルガリア新体操協会役員の招聘・誘
致交渉 → １２月回答あり。誘致に至らず。
▽１２月：ラグビーＷ杯公認キャンプ候補地申請
●啓発事業の実施
▽７月・２月：パラバドミントン体験交流会
▽１２月：ブラインドサッカー日韓親善試合
２月：ラグビートークライブ

●誘致活動
▽オリンピックにかかるキャンプ誘致活動として、
ブルガリア柔道・ロシアセブンズ(7人制ラグビー)と
誘致交渉し、12月に調印式を実施。ブルガリア
柔道は同月にグローバルアリーナでプレキャンプ
を開催、選手との市民交流を実施。
▽ラグビーＷ杯公認キャンプ候補地実地審査

●啓発事業の実施
▽４～５月：サニックスワールドラグビーユースに
合わせたラグビー競技普及・大会啓発イベントの
実施
▽６月：ラグビー日本代表合宿受入に伴う大会
告知・選手との交流
７月：城山中学校パラバドミントン体験交流会

●誘致活動
▽オリンピック：4/7～23ロシアセブンズ、8/16～
31及び11月にブルガリア柔道のキャンプ受入。
学校・コミュニティ、企業等と協働で市民交流を
実施。
▽ラグビーＷ杯公認キャンプ地対象外となる。

●啓発事業
▽４～５月：福岡県と協働でサニックスワールドラ
グビーユースに合わせたラグビー競技普及・大会
啓発イベントの実施
▽７月：中央中学校パラバドミントン体験交流会
▽８月：福岡県主催のホストタウンサミットin九州・
東京2020大会2年前イベント誘致

●誘致活動
▽オリンピック：4/7～22ロシアセブンズ、8/5～
24及び11月にブルガリア柔道のキャンプ受入。
学校・コミュニティ、商業施設等と協働で市民交
流を実施。

●啓発事業
▽4～5月：福岡県と協働でサニックスワールドラ
グビーユースに合わせたラグビー競技普及・大会
啓発イベントの実施
▽6月ユリックス市民ギャラリーでパネル展開催
▽7月：パラバドミントン体験交流会（人権講演
会）
▽㈱明治とオリンピアンを招聘したスポーツ交流
の開催

（３）宿泊を伴う広域スポーツ大会の開催
未着手 ▽世界遺産登録記念イベントとして大規模大会

実施に向け、必要経費等の調査検討（JR等との
協議）

▽３月：商工会青年部主催で「第1回むなかた
ウォーキングを実施（参加者239名、申込281
名）
▽３月：宗像・北部糟屋連携プロジェクトの一環に
よる宗像・福津コースでのウォーキングイベントを
企画するも荒天中止

▽11月：商工会青年部主催で「第２回むなかた
ウォーキング」を実施（参加者445名、申込476
名）

▽11月：商工会青年部主催で「第３回むなかた
ウォーキング」を実施予定

未着手 検討 ▽宿泊を伴うグラウンドゴルフ大会の誘致 ▽日本グラウンド・ゴルフ協会が主催する九州ブ
ロック大会の誘致を検討。

▽グローバルアリーナで開催されている市長杯の
拡大を検討。

（４）むなかたスポーツコミッション（仮称）の設立
▽委託業者を通じて、スポーツ業界に広い人脈
を持つ人材を確保
▽スポーツコミッション準備委員会として営業活
動を開始

同左
▽先進地視察を行い、組織設立へ向けた調査
研究

同左
▽先進地の事例を参考に宗像版の組織の在り
方を検討

▽教育や観光等の関連性の高い部局を集めた
庁内ワーキングを立ち上げる。

▽グローバルアリーナ等の民間施設と連携した取
り組みを検討する。

①合宿・研修会の誘致

②ラグビーワールドカップや東
京オリンピック・パラリンピック
キャンプ地誘致

①ウォーキング大会

②グラウンド・ゴルフ大会
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スポーツ推進計画進捗状況 資料４

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度（令和元年度）
７　スポーツ活動の場の確保

（１） 現行３体育館の開館日の拡大
▽一部検討（スポーツ推進委員研修会） ▽閉館日の体育施設をスポーツ推進委員研修

会、水辺の安全教室の事業にて使用
▽閉館日の体育施設をスポーツ推進委員研修
会、水辺の安全教室、健康づくりリーダー養成講
座の事業にて使用

▽閉館日の体育施設をスポーツ推進委員研修
会、水辺の安全教室、健康づくりリーダー養成講
座の事業にて使用

▽閉館日の体育施設をスポーツ推進委員研修
会、水辺の安全教室、健康づくりリーダー養成講
座の事業にて使用予定

（２） 市スポーツ施設の一元管理
▽利用者の利便性の向上を図るため市内体育
施設、有料公園施設（ふれあいの森総合グラウ
ンドを除く）、学校開放施設を文化スポーツ課が
一元管理することにより、インターネットで予約で
きるシステムの構築を実施

▽４月から文化スポーツ課が一元管理し、イン
ターネットにて市内の体育施設、有料公園施設
（ふれあいの森総合グラウンドを除く）、学校開放
施設の予約受付を実施

▽H30年度以降のふれあいの森総合公園の一
元管理への追加について協議

▽H30年8月利用分より、ふれあいの森総合公
園の利用受付をインターネットにて実施

▽宗像市スポーツ協会にて利用受付の一元管
理

（３） 学校開放施設の拡大（平日の日中開放）
未着手 ▽单郷小学校において日中の学校開放について

校長と協議
▽单郷小学校において日中の学校開放について
継続協議
・総合型地域スポーツクラブ单の郷クラブ事業に
て使用

協議の結果、課題が多く未実施

未着手 未着手 未着手 ▽中学校の卓球場や武道場の開放について検
討

▽利用者ニーズと学校開放の利用状況を含め
検討

未着手 ▽総合スポーツセンター計画変更に伴い、開館
継続

▽次年度以降の外壁の保全改修などの着手に
向けて現状把握

▽次年度外壁の保全改修などの着手に向けて
継続調査

▽外壁の保全改修及び照明のLED化の次年度
以降の着手に向け、設計を実施。また、財団へ
の助成金申請を実施予定

（４） 高校・大学のスポーツ施設の活用
▽東海大学福岡短期大学のグラウンドを市民に
開放しているが、日赤看護大学や福岡教育大学
などの施設開放について調査検討

▽モデル的に東海大学福岡短期大学の体育館
を单の郷クラブバドミントン育成教室にて使用。
▽チャレンジMUNAKATAにて、宗像高校の体育
館を使用

▽バドミントン育成教室に関しては東海大学福岡
短期大学の体育館を継続使用
▽その他、各学校との連携を検討

▽バドミントン育成教室に関しては東海大学福岡
高校の体育館を継続使用
▽チャレンジMUNAKATAにて、宗像高校の体育
館を使用

▽東海大学福岡高校の体育館を継続使用

（５）近隣市町のスポーツ施設の相互利用
▽福津市関係部署と協議 未着手 未着手 未着手 未着手

８　中核拠点となる施設の再構築と整備
（１）総合スポーツセンター（仮称）の整備

▽９月：議会で出された「総合スポーツセンター
整備事業調査特別委員会」からの調査結果の
報告（提言）を受け、財源を基軸とした抜本的な
見直しを行う。
▽１１月：議会全員協議会にて計画の実施は将
来に送ることを報告
▽１２月：１２月１日号の市広報紙にて市民に周
知を行う。
※ただし、スポーツ推進計画に掲げる各種施策
の推進に支障をきたすことのないよう、総合ス
ポーツセンター整備計画が具現化するまでの間
は、既存市民体育館を中核拠点施設として暫定
的に位置づけ、スポーツ・サポートセンター機能
の付加など必要最低限の施設整備を実施してい
くこととする

（２） 野球場の整備
▽市運動広場（野球場）を学校施設から移管し、
市民に開放
▽玄海小学校跡地に整備した市運動広場（多目
的広場）を４月にオープンし、尐年野球の試合に
活用
▽福津市や宮若市との野球場相互利用につい
て協議を実施

▽宗像中央公園野球場の再整備について検討 ▽宗像中央公園野球場、宗像市運動広場野球
場及び明天寺公園野球場について、再整備など
を検討

▽宗像中央公園野球場、宗像市運動広場野球
場及び明天寺公園野球場など屋外施設の整備
計画の作成

▽アセットマネジメント計画を踏まえ整備計画を
作成

（３） サッカー等の球技場及び陸上競技場
未着手 未着手 未着手 未着手 ▽市内施設状況の調査実施予定
未着手 未着手 未着手 未着手 未着手

（４） ふれあいの森総合公園及びその他有料スポーツ公園
未着手 ▽ふれあいの森総合公園の所管移管について

関係部局と協議
▽ふれあいの森総合公園の所管を文化スポー
ツ課に移管
▽公園利用者の利便性向上のため駐車場増
設、グラウンドの土壌改良及びシェルターの建築
等を実施

▽ふれあいの森総合公園を指定管理者による管
理
▽そのた有料公園を含め利用者受付については
8月より一元管理

▽ふれあいの森総合公園を指定管理者による管
理
▽そのた有料公園を含め利用者受付については
一元管理

（５）宗像ユリックスのスポーツ施設
▽アクアドーム天井調査実施 ▽保全改修計画に基づき実施 ▽次年度以降の改修に向け一部設計等に着手 ▽保全改修計画に基づき設計などを実施 ▽保全改修計画に基づき設計などを実施

①民間スポーツ施設の活用
②民間スポーツ施設整備費
補助制度の創設

③玄海Ｂ＆Ｇ海洋センターの
存続（暫定）

①調査研究

②拡大実施
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